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　郵便払込取扱票に必要事項を記入し、郵便局から

振り込んでください。払込取扱票のついたパンフレ

ットは電話やＥメールで取り寄せができます。

　また、銀行振り込みや現金書留、納付書での納付

もできます。

　現在は内装工事をしています。工事期間中はご迷

惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先　庁舎等整備課　☎２３−３９５１

平成２７年５月開庁予定の新庁舎
建設工事進捗状況

〒７６８−８６０１  観音寺市企画課 
☎２３−３９１７　Ⓕ２３−３９２０
Ⓔｋｉｋａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

市ホームページ
　「市政」→「まちづくり」→「ふるさと納税」

　観音寺から離れて住んでいるけれど、ふるさと観

音寺を応援したい、そんなあなたにピッタリな制度

があります。がんばれ観音寺応援寄附金は、観音寺

を応援してくれる人からの寄附金を、活気あふれる

ふるさとづくりに役立てる制度です。

○寄附をすると、現在住んでいる市区町村に納め

ている住民税などが一部控除されます。

○１万円以上の寄附をしてくれた人には、感謝の

気持ちを込めて観音寺の特産品を贈ります。

※１万円以上の寄附をしてくれた人には１点、

　１０万円以上の寄附をしてくれた人には２点、

　お礼の特産品が選択できます。

　年末年始にふるさと観音寺に帰省する友
人や知人に、ぜひこの制度を周知して、全
国各地からの応援をお願いしてください。

がんばれ観音寺応援寄附金とは

～ふるさと納税のお願い～

がんばれ観音寺応援寄附金

　皆さんからの寄附金は、各事業の大切な財源とし

て活用させていただきます。

　平成２４年度　１１４件　５，８８６，０００円

　平成２５年度　１１９件　６，１２０，０００円

　平成２６年度（１１月末現在）

　　　　　　　１２８件　５，９９０，０００円

①未来を担う人づくり
　のための事業

③芸術文化の伝承と
　振興のための事業

②誰もが健康で安心して
　暮らすための事業

④事業を指定しない
　（使途は任せてください）

寄附金はこのように活用します

寄附件数と寄附金額

問い合わせ先申し込み方法

お礼の特産品

伊吹セット 銘菓セット

うどんセット 地酒セット

銭形金運セット ふるさと産品セット

あなたの応援が
あなたの気持ちが
ふるさと観音寺を
もっと元気に

１２月１０日　中央図書館からの全景
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　本市ではＵＪＩターン者向けの移住相談会、空き家バンク・空き家リフォーム事業補助金、

空き家巡りツアーの支援など、移住したい人を受け入れるための支援を実施しています。

　また、シティプロモーションの実施やマスメディアやＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキ

ング・サービス）を利用するなど、さらなる交流定住人口の増加に向けた取り組みを、市民

の皆さんと共に考えて進めています。

◆婚活事業への支援

「はるこい」「クリスマスの集い」

…これまで４組が結婚

◆がんばれ観音寺応援隊隊員

市の魅力のＰＲ活動に協力してもらえる人

を隊員として登録…現在７９人

◆空き家バンク制度の成約件数

９件（平成２６年４月～１１月）

◆空き家リフォーム事業補助金利用件数

９件（平成２６年４月～１１月）

　東京（５月１７日）と大阪（９月７日）で開催さ

れた移住フェアに出展し、観音寺市の暮らしやす

さや仕事情報など、定住先として本市を選んでも

らえるよう相談会を実施しました。

　また、空き家バンク制度、空き家巡りツアーに

よる物件の紹介や、新規就農希望者の相談なども

実施しています。

ＵＪＩターン者向け移住相談

　全国に向けて市の認知度を高め、市の魅力や地

域情報などを積極的に発信するために、２月から

観音寺市フェイスブックページを開設しました。

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／ｋａｎｏｎｊｉ．ｃｉｔｙ

　また、県内や近県在住の皆さんにも観音寺の魅

力をタイムリーに伝えるため、４月からＰＲラジ

オ番組「みんな～こんな～観音寺！」の放送も開

始しています。

　毎週月曜日午後３時４５分頃～

　　　　　　　　西日本放送ラジオ（１４４９ｋＨｚ） ▲みんな～こんな～観音寺！ ▲観音寺市ｆａｃｅｂｏｏｋ

マスメディア、ＳＮＳを利用した取り組み

空き家バンク制度
空き家リフォーム事業補助金

交流・定住施策の実績

　観音寺市の優良産品や観光資源の紹介、移住定住情報な

ど市のＰＲを官民一体で行うため、１１月１７日・１８日に東京

日本橋で「四国のまんなか！まるごと！かんおんじフェア」

を開催しました。

　特産物販売８ブースと観光・移住定住１ブースを設け、

たくさんの人でにぎわいました。このフェアでは、市の魅

力をＰＲする「がんばれ観音寺応援隊」の関東在住隊員の

皆さんもお手伝いしてくれました。

シティプロモーションの実施

企画課　☎２３−３９１７

交 流・ 定 住 人 口 の 増 加 に 向 け て

　使用可能な空き家を有効活用する「空き家バンク」

制度を実施しています。空き家バンクに登録すると、

市ホームページで登録物件の情報を発信することが

できます。空き家の利用を希望する人には登録物件

情報を紹介しています。

　空き家バンク制度への登録を条件に、空き家の「リ

フォーム」と「不要物の撤去」に対して補助を行う

「空き家リフォーム事業補助金」も利用できます。

　市ホームページ「市政→まちづくり→

交流定住促進事業」でも確認できます。

　詳しくは、企画課へ問い合わせてください。
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　市立中央図書館で１１月２０日に、県境を接する３市、徳島県三好市、愛媛県四

国中央市、観音寺市の市長が一堂に会し、四国まんなか地域の活性化と未来に

ついて話し合う四国まんなか市長サミットが開催されました。

　第１部は、３市でそれぞれ商店街の活性化やまちづくりに取り組んでいる団体の代表者が事例発表

を行い、第２部は、３市の市長と事例発表をした団体の代表者が参加して、パネルディスカッション

を開催。各市のまちづくり関係者約１２０人が参加し、それぞれの取組などを熱心に聞き入っていました。

○三好市　有限会社メゾン吉田　

　　　　　吉田　絵美代表取締役

　商店街は閑散とし、市外の人を集めるためにマル

シェを開催。古い町並みを活用し地域の伝統産品を

扱う「うだつマルシェ」の開催をインターネットで

発信したところ、県外から予想以上の約１２０件の出

店希望や約３万人を上回る集客があった。

○四国中央市　川之江栄町商店街振興組合

　　　　　　　高原　茂副理事長

　商店街がただ単に物を売っている店の集合体では

なく、情報や文化の受発信（四国中央ドットコム）、

コミュニティの場（手作り遊び教室など）、地域貢献

など地域の核となるよう拠点作りに取り組んでいる。

○観音寺市　ＫＡＮＯＮＪＩまちなか活性プロジェクト

　　　　　　Ｒｅ：ｂｏｒｎ．ｋ　豊浦　孝幸理事

　１つの店舗の中に、別業種の店舗が入る「ショッ

プインショップ」も商店街のユニークな取り組みの

１つ。出店者は低コストで商売を始められ、受け入

れ側は新規顧客の獲得につながるというもの。また

パートナーシップにより高齢の店主が店を閉めなく

てよくなるというメリットもある。新聞やテレビで

も取り上げられ、県外からも問い合わせがある。

第１部　事例発表

第２部　パネルディスカッション
　３市の市長と事例発表者が、コーディネータ

ーに井上公子氏（（株）四国中央テレビ）を迎え

て「四国まんなか地域の未来について」をテー

マにパネルディスカッションを行いました。

　県を越えてはいるが、お互いに親近感がある

地域であるので、２０万人の人口を有する３市が

共同すれば、県を動かすほどの大きな力になり

得る。市民の活動を活かしながら、今後も連携

を深めていきましょうと締めくくられました。

第４回四国まんなか市長サミットを開催
～四国まんなか地域の未来について～

　高知県沖の南海トラフを震源域とするＭ９．０の地震

が発生、津波の恐れがあるとの想定で、観音寺小学校

で１１月３０日に総合防災訓練がありました。約５００人の

参加者は、緊張した表情で説明を受け、救出・救助・

搬送訓練や消火訓練、炊き出しなど本番さながらの訓

練に参加して、いつ起こるか分からない災害に備えて

いました。自助（自分の身を自分の努力で守る）・共

助（地域や近隣の人が互いに協力する）を理解し自主

防災の大切さについても学びました。

他機関と連携をとり総合防災訓練

観音寺市

四国中央市 三好市
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みんなで障がい者を虐待から
守りましょう

気になったら通報を

社会福祉課障がい者福祉係　☎２３−３９６３

　障がい者の権利や尊厳を脅かし、自立や社会参加

を妨げる障がい者への虐待は、

　そのため、一人ひとりが障がい者や虐待に対して

正しい理解と意識を持ち、障がい者の様子の変化を

注意深く観察し、障がい者を孤立させないようにす

ることが必要です。

　市では、さまざまな虐待に対応するために「観音

寺市障がい者虐待防止センター」を設置しています。

家族などの養護者や施設の職員、会社の事業主など

に虐待されていると気付いたら、すぐに連絡してく

ださい。障がい者当事者や養護者に対する相談や指

導、助言を行います。

　虐待かどうか判別しかねる、いわゆる「グレーゾーン」の状態でも、気がかりなことが

あれば迷わず相談しましょう。早めの対応が、事態の深刻化を防ぐきっかけになります。 

障がい者虐待に気付いたら、すぐに通報を！！

観音寺市障がい者虐待防止センター（社会福祉課内）
２４時間相談受付　☎２３−３９６３
（休日や時間外は守衛が受け付け）

こんなことが虐待です
●対象となる障がい者

　身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障が

いを含む）のある人や、そのほかに心身の障がいや

社会的な障壁によって、日常生活や社会生活が困難

で援助が必要な人（１８歳未満の人も対象）

●障がい者虐待とは

　障害者虐待防止法では、虐待を３種類に分けてい

ます。

①養護者による障がい者虐待

障がい者の生活の世話や金銭の管理などをしてい

る家族や親族、同居する人による虐待

②障害者福祉施設従事者等による障がい者虐待

障害者福祉施設や障害福祉サービスの事業所で働

いている職員による虐待

③使用者による障がい者虐待

障がい者を雇っている事業主などによる虐待

※情報や届け出をした人の情報は守られます。

通報者が施設や職場の職員の場合に、通報を理由

に解雇などをすることは禁じられています。

○特定の人や家庭、場所ではなく、どこの家庭

でも起こりうる問題です。

○虐待している人に、虐待している認識がない

場合があります。

○虐待をされている人が虐待だと認識できず、

自分から被害を訴えられない場合があります。
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給
与
以

外
の
所
得
が
あ
る
人
（
給
与

以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以
下

の
場
合
、
所
得
税
の
申
告
は

不
要
で
す
が
、
市
・
県
民
税

は
所
得
金
額
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
）

②
日
給
な
ど
で
働
い
て
い
る
人

や
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

③
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

寄
附
金
控
除
な
ど
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

金
額
を
合
計
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
な
お
「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
は
支
払
い
を
証
明

す
る
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

○

通
帳
の
口
座
番
号
（
所
得
税

の
還
付
や
納
付
、
市
・
県
民

税
の
還
付
が
あ
る
人
）

〇

事
業
所
得
（
農
業
、
営
業
な

ど
）
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

人
は
、
収
支
内
訳
書
を
完
成

さ
せ
て
申
告
会
場
へ
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

〇

医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、

寄
附
金
控
除
、
退
職
所
得
な

ど
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
申

告
は
、
２
月
１３
日
以
前
で
も

税
務
署
で
受
け
付
け
を
し
て

い
ま
す
。

　２
月
１６
日
以
降
は
大
変
混
み

合
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

〇

公
的
年
金
収
入
が
あ
り
、
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
人
は
、
扶
養
や
生
命
保
険

料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
所

得
控
除
を
申
告
す
れ
ば
、
所

得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

市民税・県民税
国民健康保険税等

の申告
税務課市民税係　☎２３−３９２２

観 音 寺 税 務 署　☎２５−２１９１

　申
告
を
す
る
所
得

　申
告
が
必
要
な
人

  

申
告
時
に
必
要
な
も
の

　申
告
の
期
間

　注

　意

　注

　意

ｅ

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
を

市
税
の
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を

  

利
用
し
て
く
だ
さ
い

利
用
し
て
く
だ
さ
い

問い合わせ先

注
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　新
庁
舎
建
設
工
事
の
た
め
、

市
役
所
へ
の
進
入
口
が
２
カ
所

通
行
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
左
図
の
進

入
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
工
事
の
関
係
上
、
通
行

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
豊
浜
会
場
・
大
野
原
会
場
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
会
場
で

受
け
付
け
を
し
ま
す
。

受　付　日 受 付 会 場
申告受付地区

午前（９：００～１２：００） 午後（１３：００～１６：００）

２月１２日（木）
共同福祉施設 働く
婦人の家 ２階軽運動室 観音寺地区で年金以外に所得がない人

１３日（金）
豊浜

中央公民館
２階講堂

（旧文化会館）

大野原・豊浜地区で年金以外に所得がない人
１６日（月） 本町、中之町 上田井、東町、港町、南
１７日（火） 東浜、須賀 北原、五軒屋、岡、直場、道溝、林

１８日（水）
長谷、雲岡、野々池、大坪、院内、梶谷、本村、
大平木、道溝東、苗手

関谷、堀切、西原、箕浦

１９日（木）

大野原
中央公民館
３階講義室

（大野原支所）

海老済、有木、田野々 内野々、井関
２０日（金） 高尾、大造、大福、大道、上中、下中 中村、早本、道上、笠松、寺家
２３日（月） 高松、上杉林、下杉林、辻 西の後、八兵、大鞘、大鞘西団地、宮之下、下木屋
２４日（火） 残水、植松、岡之塔、下林、ひうち、雇用促進 十三塚、林
２５日（水） 屋敷、瀬後、豆塚、雉子原 四軒屋、白坂、石砂
２６日（木） 池之内、福田原、丸井南 西丸井、丸井北、青岡
２７日（金） 赤岡、東村 中央、安井

３月２日（月） 花稲北、本村 中林、先林
３日（火）

共同福祉施設
働く婦人の家
２階軽運動室

吉岡町、本大町 中田井町、古川町
４日（水） 室本町、高屋町（西上、西下） 高屋町（岡西、岡東、明上、明下、高屋団地）

５日（木）
茂木町、茂西町、上市、川原、有明町、八幡町、
天神町

坂本町、幸町、明星、殿、中央、柳、青柳、三架橋、
駅通、栄町、昭和町、七間橋、中洲、中新、若宮、春日、
大和、上若

６日（金）
南町、港町、西本町、蛭子、三本松町、琴浪町、
瀬戸町

植田町

７日（土） 伊吹支所 伊吹町全域 伊吹町全域
９日（月）

共同福祉施設
働く婦人の家
２階軽運動室

流岡町 村黒町、出作町
１０日（火） 新田町 池之尻町
１１日（水） 原町、柞田町（中出、上出） 柞田町（黒渕、下出）
１２日（木） 柞田町（八丁、山王、下野、北岡、玉田） 柞田町（大畑、油井、山田）
１３日（金） 粟井町（上野、奥谷、宮下団地）、木之郷町 粟井町（出晴、信末、本庄、常次、竹成）
１６日（月） 上記日程で来場できなかった人

観
音
寺
申
告
会
場
に
つ
い
て

中　央
公民館

新庁舎
建設現場

共同福祉施設
働く婦人の家
２階軽運動室

社会福祉
センター

中
央
図
書
館

商
工
会
議
所 保　 健

センター
三 観 広 域
防災センター

一の谷川

コンビニ

観音寺中
央高校

飲食店

本庁舎

電算
センター

消防本部
南消防署

通行できません工事範囲

消防庁舎
建設現場

駐　車　場

申告会場周辺地図

通
行
で
き
ま
せ
ん

平成２７年（平成２６年分）申告相談日程表

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

フローチャート（市民税・県民税等の申告が必要かどうかを確かめてみてください）

勤務先から市へ給与支払
報告書が提出されていま
すか？

医療費控除や住宅借入金等特
別控除などの所得控除、税額控
除による還付申告をしますか？

平成27年1月1日現在、観
音寺市に居住していまし
たか？

スタート

平成26年中に給与所得や
事業所得などがありまし
たか？

平成26年中、あなたはサ
ラリーマンか、パートタ
イマーでしたか？

所得税の納付や還付のた
め、税務署で確定申告を
しますか？

市民税・県民税の申告が
　　　　　　必要です。
収入が１カ所からの公的
年金のみで、控除が扶養
親族等申告書の内容のま
まの人は、申告する必要
はありません。

観音寺市に市民税・県民税の
　申告をする必要はありません。
平成27年１月１日に居住していた
市町村へ問い合わせてください。

市民税・県民税の
　　　　　申告が必要です。
ただし、平成27年１月１日に観音
寺市に居住する人の扶養になって
いる人は、申告する必要はありま
せん。

市民税・県民税の申告をする
　　　　　必要はありません。
税務署に確定申告書を提出すると、
その申告資料が市役所に送付され
るため、市民税・県民税の申告は
必要ありません。ただし、確定申
告書の「住民税・事業税に関する
事項」欄に該当する事項や金額が
あれば、必ず記入してください。
記入がないと、住民税に正確に反
映できないことがあります。

平成26年分給与の年末調
整は済みましたか？

給与以外に年金、報酬な
どの所得がありましたか？

給与を２カ所以上から
　支給されていますか？

市民税・県民税の申告を
する必要はありません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
税務署で確定申告をすれば、
市民税・県民税の申告は必要
ありません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
給与以外の年間所得が20万円
を超えない人は、市民税・県
民税の申告が必要です。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
税務署で確定申告をすれば、市
民税・県民税の申告は必要あり
ません。給与所得以外に所得が
あれば合わせて申告をします。

市民税・県民税の申告が
　　　　　　必要です。

税務署で確定申告が必要
かどうかを相談してくだ
さい。
税務署に確定申告をすれば、
市民税・県民税の申告は必要
ありません。
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財政事情の公表
総務課財政係　☎２３−３９００

　平成２６年４月１日から９月３０日までの平成２６年度上半期
の財政事情を公表します。　　　（平成２６年９月３０日現在）

予算現額　３０４億１，３２６万円
収入済額　１２７億２，３５２万円（予算に対する収入率４１．８％）
支出済額　１１３億　　９６２万円（予算に対する執行率３７．２％）

■予算現額　■収入済額（収入率）

市税

地方交付税

その他の交付金

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入

市債

その他

８７億９，６１９万円

５９億６，６００万円

９億４，１３１万円

６億３，８８８万円

３５億９９７万円

１７億２，２２９万円

１４億７４１万円

１１億１，１８８万円

５７億５２０万円

６億１，４１３万円

５７億７，１８０万円

８７億３７７万円

２６億９，５４５万円

９億６，８５８万円

５億５，４５３万円

２７億５，１６６万円

１７億３，９８２万円

３６億５，８７０万円

３２億１，００８万円

３億５，８８７万円

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

議会費など

分担金及び負担金
使用料及び手数料

■予算現額　■支出済額（執行率）歳　　入 歳　　出

一般会計予算の収支状況

特別会計予算の収支状況

特 別 会 計 名 予算現額 収入済額 Ａ 支出済額 Ｂ 差引額　Ａ−Ｂ

施 設 貸 付 事 業 １億７，４００万円 ９，１４４万円 １，１７９万円 ７，９６５万円

国 民 健 康 保 険 事 業 ８２億２，８００万円 ２９億６，３７７万円 ３４億７，４２６万円 △５億１，０４９万円

国民健康保険伊吹診療所 ７，１００万円 ２，７３２万円 ２，９２２万円 △１９０万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ８億２，３００万円 ２億８，０３５万円 ２億８，４０３万円 △３６８万円

介 護 保 険 事 業 ５３億８５２万円 ２１億４，２１２万円 ２２億２，２７２万円 △８，０６０万円

航 路 事 業 １億５００万円 ６，１８７万円 ５，７３９万円 ４４８万円

粟 井 財 産 区 １，０１５万円 １，０１２万円 ３５万円 ９７７万円

粟 井 坂 瀬 山 林 ２，０２７万円 ２，００３万円 １２万円 １，９９１万円

公 共 下 水 道 事 業 １４億４，６９５万円 ５億５，００８万円 ４億７，４０８万円 ７，６００万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ３，７００万円 ７０１万円 １，１１０万円 △４０９万円

特別会計とは、特定の目的のために設置し、一般会計と区別して経理する会計です。

６０億３，１４６万円

４０億１，２１４万円

４億６，９５８万円

３億２，９９７万円

１１億１，３１５万円

２億７，６４１万円

０円

６，２３７万円

０円

４億２，８４４万円

１９億２，５８６万円

２８億７，９２３万円

１１億７，４３４万円

２億１，３３４万円

３億８，０３５万円

１３億５０４万円

５億４，４２５万円

１２億２，７９８万円

１４億９，７０７万円

１億６，２１６万円

（６８．６％）

（６７．３％）

（４９．９％）

（５１．６％）

（３１．７％）

（１６．０％）

（０．０％）

（５．６％）

（０．０％）

（６９．８％）

（３３．４％）

（３３．１％）

（４３．６％）

（２２．０％）

（６８．６％）

（４７．４％）

（３１．３％）

（３３．６％）

（４６．６％）

（４５．２％）
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　地方債とは、公共下水道など公営企業の経費や道路・公共

施設の整備など多額の費用がかかる事業の財源とするため、

国や銀行などから長期にわたって借りている資金のことです。

○臨時財政対策債とは

　国から交付されるべき地方交付税の不足分代替措置として

特別に発行することが認められている地方債です。償還費用

の全額が国から地方交付税で補てんされます。

○合併特例債とは

　合併後の市町村の一体性の確立や均衡ある発展などを目的

とした事業を実施するために発行する地方債です。償還費用

の７０％が国から地方交付税で補てんされます。

　基金は、家庭でいう「貯金」に当たります。

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整する

財政調整基金や特定の目的のために積み立てて

いる特定目的基金などがあります。

財政調整基金 ２６億２，５８８万円

その他の基金 ４８億６，６８８万円

合　　計 ７４億９，２７６万円

土　地　　　　　　　　１２，２５８，９１５㎡

建　物　　　　　　　　　　　３１４，２７９㎡

地方債現在高
３９７億６，８１２万円

一般会計
３１６億６，０１２万円

農業集落排水事業
２億２，２１０万円

臨時財政対策債
１０６億６，２３７万円

合併特例債
９５億５，９５３万円

その他
１１４億３，８２２万円

航路事業
１，１２６万円

公共下水道事業
７８億７，４６４万円

基金 公有財産

地 方 債・ 一 時 借 入 金 の 状 況

市 有 財 産 の 状 況

水道事業の公表Ⅱ

水は限りある資源です
　　　大切に使いましょう

　４月１日から９月３０日までの水の使用量は、

３６０万９,２９４立方メートルで、前年度の同期

と比較すると約５.０％減少しています。

　本年度上半期の収支状況は、左表のとおり

です。

収　入

給 水 収 益 ７億５，２９１万円

受 託 工 事 収 益 ０

分 担 金 そ の 他 ８１０万円

合 計 ７億６，１０１万円

支　出

人 件 費 ５，７３１万円

動 力 費 ２，４６３万円

薬 品 費 ２６４万円

受 水 費 ２億３９万円

減 価 償 却 費 １億１，９１２万円

資 産 減 耗 費 ６０５万円

支 払 利 息 １，９３３万円

物 件 費 ９，５７８万円

そ の 他 ４，０５５万円

合 計 ５億６，５８０万円

（消費税込）

平成２６年度上半期の状況
水道局　☎２５−５２１２

市民１人当たり地方債現在高

臨時財政対策債・合併特例債を除くと

　人口６２，７８０人（Ｈ２６．１０．１現在）で計算

６３万３，４５２円

３１万１，３４５円

市民１人当たり基金現在高　１１万９，３４９円

人口６２，７８０人（Ｈ２６．１０．１現在）で計算

※平成２６年度上半期（平成２６年９月３０日現在）にお
ける一時借入金 ( 短期の借入金）はありません。

特別会計
８１億８００万円
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１
月
２５
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

３０
分
（
午
後
１
時
開
場
）

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

無
料

○

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
登
録
団

体
活
動
発
表

　「
童
謡
・
唱
歌
を
う
た
う
会
♪

　ほ
ほ
え
み
」

○

講
演

　佐
久
間
レ
イ
さ
ん

　『
み
ん
な
で
笑
顔
に
な
り
ま

し
ょ
う
～
「
思
い
や
る
心
」
を

考
え
る
～
』

男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

「
み
ん
な
で
笑
顔
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

　
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　市
民
の
皆
さ
ん
に
男
女
共
同

参
画
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、

毎
年
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。　今

回
は
講
師
に
「
そ
れ
い
け

ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
バ
タ
コ
さ

ん
役
や
「
魔
女
の
宅
急
便
」
の

黒
猫
ジ
ジ
役
な
ど
で
知
ら
れ
る

佐
久
間
レ
イ
さ
ん
を
お
招
き
し

ま
す
。
歌
と
語
り
を
織
り
交
ぜ

た
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
講
演

会
で
す
。

みなさん！ぜひ来てくださいね♪

料

～思い出が詰まった学校と地域の皆さんに感謝を込めて～
閉校記念式典

　明治２５年に尋常小学校として創立

した萩原小学校と紀伊小学校。児童

数の減少により、平成２７年４月に大

野原小学校と統合することになり、

児童や先生、地域の人たちに惜しま

れながら長い歴史に幕を閉じます。

　閉校に先立ち、紀伊小学校（１１月

１６日開催）と萩原小学校（１１月２３日

開催）で厳粛に閉校記念式典が行わ

れ、大勢の地域の人たちが参加しま

した。懐かしい母校に思いをはせ感

慨深げな表情の中にも、これからも

地域で子どもたちを見守り応援して

いく地域の強い思いが伝わってきま

した。

　また、式典後の学習発表会では、

子どもたちがお世話になってきた老

人会やパトロール隊、ＰＴＡなど地

域の人たちに感謝を込めた学年ごと

の劇や歌の発表があり、会場の人た

ちは終始笑顔でした。

　萩原小学校７０人、紀伊小学校５６人

の地域の宝の子どもたち、大野原小

学校でも元気に頑張ってください。

▲児童代表あいさつ ▲児童代表あいさつ

▲全校生校歌合奏 ▲全校生とハーモニカ隊の校歌斉唱

▲１年生の発表 ▲６年生の発表

▲校歌斉唱 ▲校歌斉唱

紀伊小学校 萩原小学校
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高 木 壱
いち

琉
る

ちゃん

父 達也さん　　母 温美さん
（植田町）

伊 藤 佐
さ

介
すけ

ちゃん

父 淳一さん　　母 美幸さん
（柞田町）

満１歳の子どもを募集

平成２6 年１月生まれ

　１月５日から、４月生まれの子どもを

募集します。応募多数の場合は先着順に

なります。

　　　問い合わせ先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５

大 西 武
たけ

人
と

ちゃん

父 謙二さん　　母 理佐さん
（瀬戸町）

沖 口 李
り

翔
と

ちゃん

父 翔太さん　　母 知恵さん
（三本松町）

平 井 航
わたる

ちゃん

父 治さん　　　母 里美さん
（豊浜町和田）

 
 

安 森 琴
こと

春
は

ちゃん

父 直也さん　　母 沙織さん
（大野原町花稲）

　「子どもの読書の街づくり」を目指す市では、

読書好きの子どもを１人でも多く育てるために、

子ども読書フェスティバルを平成２１年度から開

催しています。

　キッズ隊＆ボランティアによるおはなし会で

感情豊かな読み手の語りに夢中になり身を乗り

出す子、思い思いの物語を考えながら紙をちぎ

ったり、貼ったりして完成させたオリジナル絵

本に喜ぶ子、しおりやキーホルダーを楽しそう

に作る親子など。１１月２２日と２３日の２日間のイ

ベントには、約１，０００人の参加者が集い本の魅

力を感じていました。

読書って楽しいね
～観音寺子ども読書フェスティバル～
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　健康な骨は、組織がしっかりしていて密度が

高く丈夫です。しかし、組織が粗くなってスカ

スカの状態（骨粗しょう症）になると、日常生

活のささいな動作でも骨折しやすくなります。

　「大丈夫」と思っているあなたも、骨のチェッ

クをしてみませんか？

２月４日（水） 午後１時３０分～午後３時３０分

豊浜福祉会館

２月１３日（金）午後１時３０分～午後３時３０分

大野原いきいきセンター

各４０人（予約が必要、先着順）

無料

保健センターでも毎月１回実施（要予約）

（日程は２４ページの保健カレンダーに記載）

　保健センター　☎２３−３９６４

　平成２７年度がん検診申込書を１月

に郵送します。受診を希望する人は

必ず申し込んでください。

　がんに罹
り

患する人は年々増加して

います。市が実施している検診でも

毎年、多数の人が早期に発見されて

います。年に１回必ず検診を受けて

ください。

１月３０日（金）まで

申込書に記入し、同封の返信用封筒（切手

不要）で返送してください。

子宮がんと乳がん検診は２年に１度です。

平成２６年度に受けた人は対象外です。

申し込みをしていない場合は、検診の案内

ができません。なお、受診を希望しない人

は申込書の返送は不要です。

保健センター　☎２３−３９６４

　愛育会では、親子の健康を通じて、地域や

家族の健康づくり、自分たちの住む地域をよ

り良くするために活動しています。赤ちゃん

からお年寄りまで、みんなが楽しめる行事を

実施しています。

　子どもを育てる親同士でいろいろな話がで

き、育児の悩み相談や、地域の情報を得るこ

とができます。また地域でも３世代交流を通

じて、楽しいふれあい活動や仲間づくりをし

ています。

　子どもに関わるボランティア活動をしたい

人を対象に賛助会員を募集しています。

　詳しくは、問い合わせてください。

　保健センター　　☎２３−３９６４

１月１８日（日）午前１０時～正午

保健センター

妊婦とその夫または家族

エプロン　　１０組（先着）

　香川県助産師会すこやか助産師センター

☎０８７−８４３−５５８８

ほめ上手　聞き上手　励まし上手な親

　　　～愛を感じる子どもを育てるために～

あなたの「心」は子どもに届いていますか？

子育てがうまくいく秘けつをお伝えします。

２月１日（日）午前１０時～

中央図書館２階多目的ホール

　家庭教育カウンセラー・内田玲子先生

無料　　観音寺市愛育会

子どもの預りを希望する人は、問い合わせ

てください。（要予約）

観音寺市愛育会事務局　☎２３−３９６４

料

持

注

主

講師

●腎臓病教室

１月１５日（木）午後３時３０分～午後５時

「腎臓が悪くなったらどうすればいいの」

「運動療法の必要性について」

「腎臓病の進行を遅らせる為に」

予約が必要

　同病院健康管理センター　腎センター

☎５２−２７２６（内線１３６０）

みとよサプリ
１月２１日（水）午後１時３０分～午後２時

循環器病センターについて

三豊総合病院南棟ホール

同病院　　☎５２−３３６６

三豊総合病院健康教室

料

注

注

注

健康
だより

命を守る大切な検診です！
　　忘れずに申し込んでください

 骨密度測定で骨のチェックを！

観音寺市愛育会に入会して一緒に
ボランティア活動をしませんか？

楽しく作って、楽しく試食
　　　　　　パパママ栄養教室

子育て講演会を開催します

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

持参物持 問合先申込先注意注

主催主

人数

『ソウキくん』
がん征圧イメージ
　　キャラクター
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　市が実施している特定健康診査やがん検診

の受診率は４０％以下と低く、その中でも４０歳

から５９歳までの若い世代の受診率はさらに低

い状況です。

　今ある健康が決して当たり前でなく、健診

を受けることで健康に関心を持ち、生活習慣

の改善につながることを知ってもらいたいと

「健康づくりポスター」を作成し、市内のスー

パーマーケットやコンビニエンスストアなど

に協力いただき掲示しました。

　今回はアンケート結果と、今後の取り組み

について紹介します。

　（第１弾、第２弾は広報７月号に掲載）

糖尿病は放置すると全身の血管の老化が急速にすすみ、
脳、心臓、腎臓などが機能不全に陥ります。

４０歳代の人の１０人に１人が糖尿病の可能性！？糖尿病が疑われ

ても４割程度の人が治療を受けていない。この現実を憂います。

作成：観音寺市ヘルスプラン推進会議　生活習慣病予防グループ
　　　問い合わせ先（観音寺市健康増進課　電話２３－３９６４）

健診を受け、糖尿病の検査数値を確認しましょう。

　若い世代の人にもっと健康に関心を持ってもら

えるように取り組みを進めていきます。

「健診を受けやすい体制づくり」…１度に全ての検

査が受けられる総合健診や仕事をしている人も受

診しやすい休日健診、健診自己負担金の軽減（節

目年齢の無料化）などの取り組みを推進していき

ます。

「啓発活動の推進」…地域での声かけや回覧を行う

とともに、地域で行われている行事に生活習慣病

予防グループが参加し、生活習慣病予防を呼びか

けていきます。

　「受けやすい体制」が一番多く、「地域での声かけ」

「回覧」と身近な地域に根付いた活動が効果的と答

えています。（複数回答可）

　イベントや地域の集まりなどに参加した８５人に、

ポスターの感想を聞いてみました。

４４．７％の方が見たと答えています。
「とても」「まあまあ」と答えた人を
合わせると７１．８％になります。

「はい」「まあまあ」と答えた人を
合わせると７８．８％になります。

１０歳代……１人　　２０歳代……２人

３０歳代……６人　　４０歳代……１２人

５０歳代……１５人　　６０歳代……３１人

７０歳代……１３人　　８０歳代……５人

☆回答者の年齢

☆健康を意識するのはどんなとき？

その結果、寿命が
１０年以上短くなる病気です。

「健康づくりポスター」掲示アンケート結果

★今後の取り組み☆健診を受診するための効果的な取り組みは？

☆ポスターを見ましたか？ ☆興味を持ちましたか？ ☆健康を考える機会になりましたか？

元気印のかんおんじ２１  第２次ヘルスプランの推進
健康増進計画・食育推進計画 生活習慣病予防グループ

保健センター☎２３−３９６４

第３弾！

声かけ

人

28

60

50

40

30

20

10

0
ポスター

21

講演会

16

回覧

24

体制

53

糖尿病について一緒に考えてみませんか？

はい はい
人 人

人

人
人

人 人

人 人
人

人 人 人

38 36

16

17
13

1 1

45 31
41

6 6 4

いいえ

とても

あまり
あまり

全く 全く

まあまあ まあまあ

無回答
無回答 無回答
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　赤、朱、黄色の「三色もみじ」で有名な法泉寺境内
でのもみじ祭りに、市内外から大勢の人たちが訪れ、
急な冷え込みで鮮やかに色付いたモミジやイチョウな
どの木々をカメラに収めたり琴の演奏に聞き入ったり
茶席を楽しんだり。普段は静かな山里も、新鮮な空気
を楽しみながら山歩きをする人たちや地元農産物を買
い求める人たちで終日にぎわっていました。

　市と有限会社藤原米穀との間で「災害時における米
穀の確保と供給等に関する協定」が締結されました。
これは、市内で大規模な災害が発生した場合に備えて、
市民の食料の確保を図るためのものです。８月に県か
ら示された備蓄目標は１万５，６００人分。賞味期限の問
題もあり市が確保するのは困難な量ですが、今回の協
定締結により主食が確保できることとなりました。

色鮮やかなモミジと里山に癒やされて

災害時における米穀確保と
　　供給に関する協定締結

12
11

16
11

28
11

811

23
11

　市民がスポーツを通して交流を深め、連帯感を共有
する事業として、第９回市民スポーツ祭が晴天の下、
開催されました。総合運動公園など市内５会場での地
区対抗戦８競技と武道体験教室に参加したのは、対抗
戦で勝ち抜いた選手や日ごろからスポーツを楽しむ高
齢者など約１，０００人。元気いっぱいにスポーツを楽し
む高齢者のパワーと明るさが際立っていました。

　四国霊場開創１２００年を記念して、伊吹島ムスメ遍
路体験イベントがありました。伊吹島には、若い女性
が社会経験のために島を離れ、四国八十八ヶ所のお遍
路の旅に出る「娘遍路」の慣習がありました。当時の
女性たちに倣い新

しん

橋
ばし

色
いろ

（水色）の物を身に付けた参加
者たちでにぎわい、島四国（おしこくさん）の文化や
伊吹の人たちの島グルメのお接待を楽しみました。

ハート形の伊吹島で島遍路

老若男女が市民スポーツ祭で交流

　「上手に描かんと、自分らしく描いたらえんで」約１６年
前から大西先生の指導で行われている絵手紙教室。萩原
小学校５、６年生２７人と、萩原三楽会がえとの羊をデザ
インした年賀状作りに挑戦しました。年賀状は、日ごろ
お世話になっている約３００人の三楽会の皆さんに感謝の
気持ちを込めて送ります。

思い思いの
　すてきな作品が完成
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　観音寺市国際交流協会主催の「お国自慢の料理大会」
が柞田公民館であり、ＪＩＣＡ四国の研修員や市内在
住の外国人、市民、中学生など約８０人が参加しました。
参加者全員で、ジンバブエやホンジュラス、スーダン、
中国など８カ国の料理を楽しく調理。異国の料理を美
味しく試食した後に、ゲームをしたり外国の様子を聞
いたりして有意義で楽しい時間を過ごしていました。

30
11

30
11

30
11

5
12

　多くの人に人権について正しい理解と認識を深めて
もらうため人権講演会が開催され、人権作品最優秀者
の表彰や小中学生の作文の発表がありました。島田妙
子氏の講演は「被虐待の淵を生き抜いて命の鼓動」、「親
が助かれば子も助かる」と児童虐待防止を訴えました。
継母と実父からの虐待体験があったからこそ伝えられ
る心からの訴えに参加者は静かに聞き入っていました。

１人ひとりが人権に関心を持って 笑顔がいっぱい、お国自慢の料理大会

7
12

10
12 軽消防自動車が寄贈されました

　豊浜福祉会館で「本物の音を聴く」弦楽５重奏の演
奏会があり、会場いっぱいに美しい音色が響きました。
「体験コーナー」もあり、参加した小学生は「これを機
会にバイオリンを始めてみたい！」と目を輝かせてい
ました。演奏者の息遣いを間近に感じ、アットホーム
な雰囲気の中で、どこからともなく歌声も。穏やかで
優しい温かなコンサートでした。
　　　　　　　　　　　（まちかど特派員　合田博子）

会場いっぱいに響く美しい調べ
　第４２回マーチングバンド全国大会（さいたまスーパ
ーアリーナで開催）に出場する大野原小学校の激励会
がありました。６７人の部員は、４月から厳しい練習を
重ね仲間の大切さに気付きながら、１７年連続で全国大
会出場の切符を獲得することができました。部長の丹
下君は、「四国代表として全力を出し切って演奏、演技
をすることを誓います」と力強く決意表明しました。
　１３日に行われた全国大会では、見事金賞を受賞しま
した。

　恒例の「観音寺・三豊おさかな市」と「観音寺・伊
吹いりこ祭り」が旧競輪場で同時開催。朝早くから地
元の新鮮な活魚や野菜、地域の特産品などを求めて長
蛇の列ができ、会場は新鮮な品を買い求めたり味わっ
たりする人たちで活気にあふれていました。大野原龗

王太鼓の演奏や抽選会などもあり、家族や友人と思い
思いの時間を過ごしていました。

　一般社団法人日本損害保険協会から、小型動力ポン
プ付軽消防自動車（四輪駆動）が寄贈されました。こ
れは、同協会が全国の消防力強化のために行っている
事業によるもので、道幅の狭い道路が数多くある本市
で、災害発生時に侵入が困難な道路での走行や迅速な
消火活動などが期待されます。平成２０年には離島を対
象に伊吹島に寄贈されています。

新鮮な魚や野菜などを求めて長蛇の列

６７人が１つになって全国の舞台へ
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　た
め
池
が
決
壊
し
た

場
合
に
、
ど
の
よ
う
に

行
動
す
れ
ば
よ
い
か
。

　た
め
池
が
決
壊
し
た

場
合
は
、
ま
ず
高
台
や

２
階
以
上
の
丈
夫
な
建
物
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

　市
内
に
は
、
４
０
０
余
り
の

た
め
池
が
あ
り
ま
す
が
、
市
で

は
、
そ
の
う
ち
貯
水
量
が
１０
万

ト
ン
以
上
の
た
め
池
が
決
壊
し

た
場
合
の
浸
水
予
測
や
被
災
時

間
を
想
定
し
た
「
た
め
池
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
特

に
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

地
域
内
の
家
庭
へ
、
自
治
会
を

通
じ
て
配
布
し
ま
し
た
。
万
一

に
備
え
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、
家

庭
や
地
域
で
避
難
方
向
や
避
難

場
所
を
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市
役

所
や
各
支
所
、
公
民
館
に
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
市
Ｈ
Ｐ
「
暮
ら
し
→

生
活
・
環
境
→
防
災
→
た
め
池

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
課

　

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
３

　危
機
管
理
課

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　身
体
障
害
者
手
帳
は

持
っ
て
い
な
い
が
、
障

が
い
が
あ
る
。
税
の
控
除
は
受

け
ら
れ
な
い
か
。

　身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い

場
合
で
も
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
６５
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
の

　申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
等
）
を
持
参
し
て
、
市
民

課
や
各
支
所
で
手
続
き
（
申
請

無
料
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　住
民
登
録
地
が
本
市
以
外
の

人
や
病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な

い
理
由
で
、
窓
口
で
手
続
き
が

で
き
な
い
場
合
は
、
郵
送
に
よ

る
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　

公
立
保
育
所
に
送
迎

バ
ス
は
、
整
備
で
き
な

い
の
か
。

　保
育
所
は
、
小
学
校

の
よ
う
に
通
学
区
域
を

定
め
て
お
ら
ず
、
市
内
全
域
か

ら
希
望
の
保
育
所
に
入
所
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

送
迎
バ
ス
の
路
線
運
行
の
設
定

が
困
難
で
す
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
で
は
、

公
立
保
育
所
の
送
迎
は
、
保
護

者
が
行
う
こ
と
を
基
本
に
し
て

お
り
、
送
迎
バ
ス
整
備
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　飼
い
犬
や
飼
い
猫
の

フ
ン
公
害
に
困
っ
て
い

る
。
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の
向
上

を
望
む
。

　犬
や
猫
を
は
じ
め
と

す
る
ペ
ッ
ト
の
問
題
は
、

飼
え
な
く
な
っ
て
野
犬
に
な
る
、

近
隣
の
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
で
困

っ
て
い
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
散
歩
時
の
フ
ン
の
放

置
も
市
街
地
や
農
道
な
ど
、
各

地
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

時
な
ど
に
「
チ
ラ
シ
」
で
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
観
音
寺
市
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
に
よ
る
指
導

や
勧
告
な
ど
も
考
え
に
入
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
環
境
美
化
の
一
環
と
し

て
マ
ナ
ー
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。　生

活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

障
が
い
ま
た
は
認
知
症
の
状
態

が
一
定
の
基
準
に
該
当
し
て
い

る
と
市
が
認
定
し
た
人
に
は
、 

確
定
申
告
等
に
よ
り
税
の
控
除

を
受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　申
請
時
に
は
、
主
治
医
の
診

断
書
ま
た
は
民
生
委
員
の
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　本
人
ま
た
は
親
族
か
ら
の
申

請
が
必
要
で
、
親
族
以
外
の
申

請
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。

　詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　社
会
福
祉
課

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
３

　登
録
型
本
人
通
知
制

度
と
は
ど
う
い
っ
た
制

度
か
。

　住
民
票
や
戸
籍
の
不

正
取
得
を
防
止
す
る
た

め
、
本
人
以
外
の
第
三
者
が
住

民
票
な
ど
を
取
得
し
た
場
合
に
、

事
前
に
登
録
し
た
人
に
、
交
付

し
た
こ
と
を
通
知
す
る
制
度
で

す
。
本
人
通
知
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
不
正

請
求
の
抑
止
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
市
役

所
や
各
支
所
で
納
付
額
（
観
音

寺
市
分
）
を
記
載
し
た
「
確
定

申
告
等
参
考
資
料
」
を
交
付
し

ま
す
。

　「
確
定
申
告
等
参
考
資
料
」
申

請
時
に
、
不
正
取
得
の
防
止
と

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
窓
口

で
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○

納
税
義
務
者
本
人
ま
た
は
同

一
世
帯
に
属
す
る
人
が
来
庁

す
る
場
合

・
来
庁
者
の
身
分
証
明
書

　（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）

○

納
税
義
務
者
本
人
ま
た
は
同

一
世
帯
に
属
す
る
人
以
外
が

来
庁
す
る
場
合

・
来
庁
者
の
身
分
証
明
書

　（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）

・
納
税
義
務
者
の
委
任
状
（
様

式
は
問
い
ま
せ
ん
）

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
電

話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
は
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
。

税
務
課

　☎
２３

−

３
９
２
２

・
税
務
課
収
納
係
…
参
考
資

料
の
発
行
に
つ
い
て

　

・
税
務
課
市
民
税
係
…
社
会

保
険
料
控
除
や
申
告
に
つ

い
て

　６５
歳
～
７９
歳
（
平
成
２７
年
４

月
１
日
現
在
）
の
人
（
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

に
、
１
月
中
旬
に
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送

付
し
ま
す
。
運
動
や
栄
養
、
口

腔
、
閉
じ
こ
も
り
、
物
忘
れ
、

う
つ
症
状
な
ど
の
２５
項
目
に
回

答
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

１
月
２８
日
（
水
）
ま
で
に
返
信
し

て
く
だ
さ
い
。

　皆
さ
ん
が
ど
の
く
ら
い
元
気

に
生
活
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
に
よ
り
「
筋
力
つ
け

ん
な
～
教
室
」（
運
動
）や
「
さ
わ

や
か
栄
養
教
室
」（
栄
養
や
口
腔

ケ
ア
）
の
案
内
を
し
ま
す
。

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２５

−

７
７
９
１

　確
定
申
告
等
に
お
け
る
社
会

保
険
料
控
除
と
は
、
自
己
ま
た

は
自
己
と
生
計
を
同
一
に
す
る

親
族
の
社
会
保
険
料
を
支
払
っ

た
場
合
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控

除
の
こ
と
で
す
。

　国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
額
も
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
国

民
年
金
等
と
は
異
な
り
確
定
申

告
等
の
際
に
、
領
収
書
や
支
払

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を

添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　１
年
間
に
支
払
っ
た
金
額
は
、

領
収
書
や
預
金
通
帳
の
記
載（
口

座
振
替
の
場
合
）
等
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
領
収

書
等
を
紛
失
し
て
確
認
す
る
こ

　償
却
資
産
（
事
業
用
の
設
備
、

機
械
、
備
品
な
ど
）
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
平
成
２７
年
１
月
１

日
現
在
の
償
却
資
産
の
状
況
を

２
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　新
た
に
事
業
を
始
め
て
申
告

が
必
要
な
人
や
申
告
書
類
が
届

い
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
（
事
業
と

し
て
行
う
場
合
や
個
人
で
１０ 

ＫＷ
以
上
の
発
電
量
を
全
量
売

電
す
る
場
合
）
は
申
告
が
必

要
で
す
。

　税
務
課
資
産
税
係

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

１
月
９
日
（
金
）
～
１
月
２３
日

（
金
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

午
後
１
時
～
午
後
３
時
３０
分

観
音
寺
市
役
所
２
階
第
２
会

議
室

総
務
課
契
約
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

介
護
予
防
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
提
出

社
会
保
険
料
控
除
の
た
め
の

納
付
額
確
認
は
窓
口
で
の
本

人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す

お
忘
れ
な
く
！
償
却
資
産

　
（
固
定
資
産
税
）の
申
告

平
成
２７
・
２８
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

持注

注

案 件 名
観音寺市高齢者福祉計画

第６期介護保険事業計画（案）

公募期間 １月５日（月）～２月４日（水）

提出方法
指定の意見書に必要事項を明記の上、下記
へ郵送またはＦＡＸ、電子メール、持参に
より提出（郵送の場合は、当日消印有効）

提 出 先

〒７６８−８６０１（住所記載不要）
観音寺市社会福祉課介護保険室
Ⓕ０８７５−２３−３９２９
Ⓔｓｈａｋａｉ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

資　　料
配置場所

社会福祉課、市役所総合案内所、各支所、
市ホームページ

問い合わせ先 社会福祉課介護保険室　☎２３−３９６８

　注意：電話や口頭、匿名での意見は不可

パブリック・コメントを募集します
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　市
民
の
安
全
・
安
心
を
願
い
、

訓
練
に
取
り
組
み
災
害
に
立
ち

向
か
う
「
観
音
寺
市
消
防
団
」

の
姿
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

１
月
１１
日
（
日
）

午
前
８
時
～
午
前
１１
時

観
音
寺
市
総
合
運
動
公
園
、

観
音
寺
市
立
総
合
体
育
館

表
彰
式
、
各
種
操
法
披
露
、

消
防
ポ
ン
プ
車
放
水
等

大
野
原
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
演
奏

訓
練
の
た
め
、
午
前
７
時
に

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

雨
天
時
は
市
立
総
合
体
育
館

の
み
で
行
い
ま
す
。

危
機
管
理
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

㈱
た
ま
や
（
高
松
市
）

　
　
　優
良
児
童
図
書
の
寄
贈

　昭
和
６２
年
か
ら
毎
年
寄
贈
さ

れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
図
書
は
、

児
童
へ
の
読
書
啓
発
や
読
書
推

進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　消
防
本
部
・
南
消
防
署
（
坂

本
町
）
は
、
新
庁
舎
の
一
部
竣

工
（
事
務
所
棟
の
完
成
）
に
伴

い
、
２
月
９
日
（
月
）
か
ら
現
在

の
消
防
庁
舎
南
隣
の
新
庁
舎
で

業
務
を
開
始
し
ま
す
。

三
観
広
域
消
防
本
部
・
南
消

防
署

　
　☎

２４

−

０
１
１
９

　経
済
的
に
困
っ
て
い
る
小
・

中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
、
就

学
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
援

助
し
ま
す
。
援
助
を
希
望
す
る

人
は
、
在
学
（
入
学
）
す
る
学

校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　学
校
教
育
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
０

　浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
管

理
者
（
所
有
者
）
は
毎
年
１
回
、

知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関（
公

益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協

会
）
に
よ
る
「
水
質
に
関
す
る

検
査
」
の
受
検
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　法
定
検
査
は
、
保
守
点
検
や

清
掃
を
実
施
し
て
い
て
も
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
良
好

な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、
検

査
の
内
容
や
趣
旨
を
理
解
い
た

だ
き
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
８
７

−

８
８
１

−

６
６
０
０

生
活
環
境
課
☎
２５

−

２
６
９
８

観
音
寺
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
５

　２０
歳
に
な
る
と
、
み
ん
な
の

代
表
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
権

利
「
選
挙
権
」
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
選
挙
権
は
、
私
た
ち
み
ん

な
が
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
定
め
ら
れ

た
大
切
な
権
利
で
す
。

　選
挙
は
、
私
た
ち
の
意
思
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な

機
会
で
す
。
１
票
に
込
め
ら
れ

た
あ
な
た
の
意
思
が
、
代
表
者

を
選
び
社
会
を
動
か
し
ま
す
。

　あ
な
た
の
大
切
な
１
票
を
進

ん
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　農
林
業
を
営
ん
で
い
る
世
帯

や
会
社
を
対
象
に
、
２
月
１
日

現
在
で
全
国
一
斉
に
農
林
業
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　調
査
結
果
は
、
農
林
業
の
発

展
や
経
営
の
安
定
化
、
次
世
代

に
継
承
す
る
施
策
の
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が

調
査
票
の
配
布
と
回
収
に
伺
い

ま
す
。
調
査
の
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

注

受
け
て
く
だ
さ
い
！

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

は
た
ち
と
選
挙
権

協
力
し
て
く
だ
さ
い

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

義
務
教
育
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
援
助
し
ま
す

移
転
し
ま
す

三
観
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
・
南
消
防
署
庁
舎

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
消
防
団
出
初
式
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
し
て
い

る
「
の
り
あ
い
バ
ス
」
に
、
あ

な
た
の
会
社
や
団
体
の
宣
伝
広

告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

広
告
を
付
け
た
４
台
の
バ
ス
が
、

「
広
告
媒
体
」
と
し
て
市
内
を
巡

回
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
の

お
知
ら
せ
に
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
広
告
料
は
「
の

り
あ
い
バ
ス
運
行
事
業
」
の
財

源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
内

に
居
住
し
て
い
る
人
は
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
国

民
年
金
第
１
号
の
加
入
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
と
そ
の
後
の
流
れ

①
国
民
年
金
資
格
取
得
届
の
提
出

　２０
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
、

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
資

格
取
得
届
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
、

近
く
の
年
金
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
、
保
険

料
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
や

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
書

を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

の
加
入
者
は
、
提
出
が
不
要
）

②
年
金
手
帳
が
届
く

　保
険
料
納
付
の
確
認
や
年
金

の
加
入
制
度
が
変
わ
っ
た
と
き
、

ま
た
は
、
年
金
の
請
求
手
続
き

の
と
き
に
必
要
で
す
。
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
が
届
く

　納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で

き
ま
す
。
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
納
付
も
可
能
で
す
。

納
付
書
は
、
納
付
猶
予
な
ど

を
申
請
し
た
人
に
も
送
付
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
年
金
事

務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

（
公
的
年
金
全
般
）

１
月
２１
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

働
く
婦
人
の
家
軽
運
動
室
Ａ

年
金
手
帳
、
預
金
通
帳
、
通

帳
印
（
口
座
振
替
の
た
め
）

香
川
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０

−

６
５

−

４
１
９
２

　平
成
２７
年
度
に
利
用
を
希
望

す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２６
年
度
か
ら
引
き
続
き
希

望
す
る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

観
音
寺
な
か
よ
し
教
室
・
高

室
な
か
よ
し
教
室
・
常
磐
な

か
よ
し
教
室
・
柞
田
な
か
よ

し
教
室
・
豊
田
な
か
よ
し
教

室
・
一
ノ
谷
な
か
よ
し
教
室

・
大
野
原
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

教
室
・
豊
浜
に
じ
教
室

市
立
の
小
学
校
に
通
う
放
課

後
留
守
家
庭
の
児
童

１
月
１９
日
（
月
）
～
３０
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申

請
書
（
申
請
児
童
１
人
に
つ

き
１
枚
）

②
同
居
家
族
が
放
課
後
留
守
で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も

の
（
就
労
証
明
書
ま
た
は
健

康
保
健
証
（
国
保
は
不
可
）、

医
師
の
診
断
書
な
ど
）

③
調
査
表
（
２
種
類
）

○

生
涯
学
習
課

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
６
時

○

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
各
教
室

　午
後
２
時
～
午
後
６
時

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

持 注

申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
書
の
配
布
場
所
・
提
出
先

２０
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
国
民
年
金
加
入
！

平
成
２７
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
募
集

年
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
り
あ
い
バ
ス
広
告
募
集

おめでとう
　　　ございます
平成２５年度
　　人権作品優秀賞

豊浜小学校６年（平成２５年度）
合田　光里さん

豊浜中学校 3 年（平成２５年度）
近藤　清佳さん

豊浜中学校 3 年
合田　浩希さん

位　置 規　格（㎜）
１台あたり

（月額／円）

車外広告
マグネット

前　面 Ｂ３（３６４×５１４） ５，０００

左側面
Ｂ３（３６４×５１４） ３，０００

６００×１，２００ ６，０００

右側面
Ｂ３（３６４×５１４） ２，０００

６００×１，２００ ５，０００

後　面
Ｂ３（３６４×５１４） ５，０００

３５０×１，０００ ７，０００

車内広告
ラミネート

車内壁
（ポスター）

Ａ３（２９７×４２０） １，０００

広告の位置、規格および掲示料

募
　集
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　
　受
賞
作
品
の
展
示

　昨
年
募
集
し
た
「
さ
ぬ
き
豊

浜
ち
ょ
う
さ
祭
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
、
勇
壮
華
麗
な
ち
ょ
う

さ
祭
の
写
真
の
応
募
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

受
賞
し
た
写
真
を
、
ち
ょ
う
さ

会
館
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

１
月
６
日
（
火
）
～
２
月
２８
日
（
土
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

　（
月
曜
日
は
休
館
）

　ち
ょ
う
さ
会
館

　
　
　
　☎

５２

−
５
５
０
０

　商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３
−

３
９
３
３

１
月
１８
日
（
日
）

高
室
小
学
校

１
月
２５
日
（
日
）

紀
伊
小
学
校

小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
の
資
格
の
あ
る
人
ま

た
は
経
験
者
で
、
週
２
日
か

ら
４
日
程
度
（
１
日
４
時
間
）

勤
務
で
き
る
人

１０
人
程
度

２
月
２
日
（
月
）
～
１０
日
（
火
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　履
歴
書

　詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　生
涯
学
習
課

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

○

営
業
施
設
を
有
し
、
常
時
営

業
し
て
い
る
こ
と

○

衛
生
上
必
要
な
施
設
を
完
備

し
、
衛
生
意
識
を
有
し
て
い

る
こ
と

○

供
給
能
力
が
十
分
あ
る
こ
と

２
月
２
日
（
月
）
～
２７
日
（
金
）

　観
音
寺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５７

−

６
６
６
０

　大
野
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５４

−

４
３
９
０

　豊
浜
中
学
校

　
　
　
　☎

５２

−

２
１
５
２

持 指
導
員
募
集

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

平
成
２７
年
度
学
校
給
食
物
資

　
　
　
　
納
入
業
者
を
募
集

さ
ぬ
き
豊
浜
ち
ょ
う
さ
祭

　
　
　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

資
源
回
収

条
件（
抜
粋
）

月　日 スポーツ行事

１／１２
市スポーツ少年団スポーツ交流大会
８：３０～／市立総合体育館

１７
第２６回三豊観音寺体操協会合同発表会
８：３０～／市立総合体育館

１８

市内卓球大会９：００～／市立総合体育館
第５８回豊浜近県剣道大会
９：００～／大野原会館
観音寺市スポーツ少年団本部長杯サッカー
１･２･３年生大会８：３０～／総合運動公園

２５

第５８回豊浜近県中学校柔道大会
９：３０～／市立総合体育館
近隣インディアカ交流大会
９：００～／大野原会館
第２３回会長杯市内男女バレーボール大会
９：００～／大野原農業者トレーニングセン
ターほか

１／３１
２／１・１１

第２９回三豊杯ジュニアサッカー大会
８：００～／総合運動公園

２／８
第３５回県下小学生バレーボール優勝大会
８：３０～／市立総合体育館ほか１会場

市内の交通事故　１１月分

発生件数  ３４件（３８件）

死 者 数 ０人（　０人）

負傷者数 ４４人（４８人）

（　）内は昨年

食育コーナー

　学校給食週間には、子どもたちが地域の食文化や産
業や自然環境などについて理解を深め、郷土に関心を
寄せる心や感謝する心を育むために、郷土料理や地場
産物を活用した料理を取り入れています。
　市の特産物の「いりこ」と旬の野菜やサトイモなど
を炊き込んだ「いりこめし」は、「いりこ」からの良い
だしとタンパク質やカルシウムを補うことができる一
石二鳥の郷土料理です。また、冬野菜の「百

ひゃっか

花」は、
郷土料理の「百花の雪

せっ

花
か

」だけでなく、油の相性もよ
くカロテンの吸収も良くなる「ごまあえ」や「サラダ」
もお勧めです。

★いりこめし
★ハマチの
　照り焼き　
★百花のごま
　みそあえ
★みそ汁
★ミカン
★牛乳

献立（大野原学校給食センター）

全国学校給食週間 １月２４日～３０日

学校給食課　☎５７−６６６０

（４人分）材　料

白米２カップ、いりこ２０ｇ、油揚げ１／２枚、金時ニンジ
ン１／４本、ゴボウ１／４本、ダイコン５㎝、サトイモ２個、
こんにゃく１／４枚、調味料（酒小さじ１、みりん小さじ
１、濃い口しょうゆ小さじ２）

作り方

❶いりこは頭と腹、骨を除き、身を小さく割る。
❷油揚げ、金時ニンジン、ダイコン、こんにゃくは短冊

切り、ゴボウはささがき、サトイモは半月切りにする。
❸洗った米に❶と❷、調味料を加え、通常の水加減で炊

飯する。

いりこめし（郷土料理）

（４人分）材　料

百花１束、ゆで塩適量、調味料（赤みそ大さじ１、白み
そ小さじ１、砂糖小さじ２、みりん小さじ１）、いりごま
大さじ２

作り方

❶百花はゆでて水につけ、あく抜きをして絞り、１㎝位
に切る。
❷❶に調味料とすったごまを加えてあえる。

百花のごまみそあえ
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
３
５

０
万
円
以
内
を
、
固
定
金
利
（
年

２
・
２５
％

　平
成
２６
年
１１
月
１０

日
現
在
）
で
利
用
で
き
ま
す
。

在
学
期
間
内
は
、
利
息
の
み
を

返
済
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

−

０
０
８
６
５
６

☎
０
３

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６

事
件
・
事
故

　緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

　
　１
１
０
番

　１
１
０
番
を

か
け
た
時
に
は

〇

何
が
あ
り
ま
し
た
か
（
交
通

事
故
、
泥
棒
、
け
ん
か
等
）

〇
い
つ
、
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か

　（
時
間
、
場
所
、
近
く
の
目
標
）

〇

け
が
人
は
い
ま
す
か
（
負
傷

者
の
人
数
、
救
急
車
の
必
要
性
）

〇

犯
人
の
特
徴
（
犯
人
の
人
数
、

人
相
、
服
装
、
年
齢
等
）
逃

げ
た
方
向
、
手
段
は
（
逃
げ

た
方
向
、
車
の
色
・
型
・
ナ

ン
バ
ー
等
）

　あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
な
ど
を
質
問
し
ま
す
。

　慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
答
え

て
く
だ
さ
い
。

　放
送
大
学
は
、
平
成
２７
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
同
大

学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
　
　３
月
２０
日
（
金
）
ま
で

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど

資
料
は
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

同
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
３
７

−

９
８
７
７

発
達
障
が
い
児
（
者
）

　
　
　
　
　
　
　保
護
者
の
会

１
月
８
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
（
三

豊
合
同
庁
舎
１
階
協
議
室
）

情
報
交
換
な
ど

え
な
い
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

片
岡
由
香
梨
臨
床
心
理
士

発
達
障
が
い
児
や
行
動
が
気

に
な
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
な
ど

　消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

う
住
宅
取
得
の
負
担
増
を
緩
和

す
る
た
め
、
新
消
費
税
率
で
住

宅
を
取
得
し
た
人
に
現
金
を
給

付
す
る
支
援
措
置
「
す
ま
い
給

付
金
」
が
、
国
土
交
通
省
に
よ

り
平
成
２６
年
４
月
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
給
付
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
て
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

す
ま
い
給
付
金
事
務
局

☎
０
５
７
０

−

０
６
４

−

１
８
６

　

h
ttp

://su
m

a
i-k

y
u
fu

.jp
/

日
本
政
策
金
融
公
庫

　高
校
や
大
学
等
へ
の
入
学
や

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

１
月
１２
日
（
祝
・
月
）、
２５
日

（
日
）
午
前
１０
時
～
午
後
８
時

す
ぽ
っ
シ
ュ
豊
浜
（
マ
シ
ン

ジ
ム
、
ス
タ
ジ
オ
、
プ
ー
ル
）

１６
歳
以
上

各
５０
人
（
先
着
順
）

１
月
４
日
（
日
）
か
ら

電
話
、
フ
ロ
ン
ト
で
受
け
付
け

事
前
予
約
が
必
要

す
ぽ
っ
シ
ュ
豊
浜

　
　
　
　☎

５６

−

３
３
６
６

香
川
県
障
が
い
者
技
能
競
技
大
会

　障
が
い
者
が
、
日
ご
ろ
培
っ

た
技
能
を
互
い
に
競
い
合
い
職

業
能
力
の
向
上
を
図
り
、
多
く

の
人
に
障
が
い
者
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
２５
日
（
日
）
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

（
高
松
市
田
村
町
１
１
１
４
）

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
、
喫
茶
サ

ー
ビ
ス
、
縫
製
な
ど

無
料
（
見
学
自
由
）

香
川
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
４

−

３
７
９
１

事
前
申
し
込
み
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

１
月
１６
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
２
階

会
議
室

再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
、

住
居
を
失
っ
た
、
突
然
の
解

雇
で
生
活
資
金
に
困
っ
て
い

る
、
よ
い
就
職
の
た
め
に
技

能
を
身
に
付
け
た
い
な
ど
、

再
就
職
に
向
け
て
の
相
談

同
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
２

−

４
７
２
０

１
月
１４
日
（
水
）
～
１６
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

１
月
１３
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

す
ま
い
給
付
金

国
の
教
育
ロ
ー
ン
が
サ
ポ
ー
ト

１
月
１０
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
が
わ
’１４

す
ぽ
っ
シ
ュ
豊
浜

　
新
春
施
設
無
料
開
放

香
川
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
出
張
個
別
相
談

就
農
相
談
窓
口

放
送
大
学
４
月
生
募
集

ウ
ィ
ズ
の
会

情
報

掲
示
板

お
知
ら
せ

料

注

注

注

講 出
願
期
間

募
　集

相
　談
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　大
会
当
日
は
、
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

２
月
１
日
（
日
）
午
前
１０
時
２５

分
～
午
後
１
時
５０
分

県
立
丸
亀
競
技
場
～
坂
出
市

京
町
（
県
道
３３
号
線
の
折
り

返
し
点
）

同
組
織
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
７
７

−

２
４

−

６
２
７
４

１
月
１８
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
正
午

香
川
県
満
濃
池
森
林
公
園

森
林
学
習
展
示
館

園
内
の
松
を
使
っ
て
剪
定
技

術
を
造
園
技
術
者
と
体
験
。庭

木
な
ど
緑
に
つ
い
て
の
相
談

（
事
前
に
質
問
事
項
を
連
絡
）

３０
人
（
先
着
順
）

１
月
６
日
（
火
）
～
１３
日
（
火
）

同
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

５
７

−

６
５
２
０

　
　
　バ
ラ
の
冬
期
剪せ
ん

定

１
月
２５
日
（
日
）
①
午
前
９
時

３０
分
～
午
前
１１
時
４５
分

②
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３

時
４５
分

坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事

務
所
（
旧
番
の
州
プ
ー
ル
西
隣
）

バ
ラ
栽
培
初
心
者
対
象
の
剪

定
や
手
入
れ
方
法
の
実
演
や

実
習
、
園
芸
相
談
会

各
２０
人
（
先
着
順
）

５
０
０
円

１
月
１１
日
（
日
）
か
ら

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
希
望
時
間
、
質

問
事
項
を
明
記
の
上
、
郵
便

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
同
事
務
所
へ

　（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

　坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

４
５

−

６
８
２
０

Ⓕ
０
８
７
７

−

４
３

−

５
２
１
３

Ⓔk
an

sy
o
u
ry

o
k
u
ti@

rh
y
t

　

h
m

.o
cn

.n
e.jp

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
副
業
サ

イ
ト
に
登
録
し
た
と

こ
ろ
、
悩
み
を
聞
い
て
く
れ

る
と
１
、
５
０
０
万
円
あ
げ

ま
す
と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
を
始
め
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
せ
ら

れ
、
結
果
的
に
お
金
を
も
ら

え
ず
多
額
の
支
払
い
を
さ
せ

ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
の

相
手
は
、
異
性
や
芸
能
人
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
人
物
に
な
り

す
ま
し
た
サ
イ
ト
業
者
に
雇

わ
れ
た
サ
ク
ラ
で
す
。
一
度

お
金
を
払
う
と
、
サ
ク
ラ
は

巧
妙
な
手
口
で
、
さ
ら
に
お

金
を
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
追
い
込
ん
で
き
ま
す
。

　内
容
や
相
手
の
身
元
が
本

当
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
い

状
況
で
、
メ
ー
ル
交
換
や
お

金
の
支
払
い
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

第
６９
回
香
川
丸
亀
国
際

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

松
の
剪せ

ん

定
教
室
と

庭
の
管
理
方
法
教
室（
無
料
）

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法

料

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

今月のおすすめ本

休館日（月曜）　　５・12・19・26日
年始は1月４日（日）から開館します

★おはなし会
★古典文学講座

10日（土）　　10：30～11：30
17日（土）　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「海賊とよばれた男　上巻」百田尚樹  著（講談社）
★絵本を楽しもう講座
　講師　髙重裕子さん

10日（土）　13：30～14：10
24日（土）　10：30～11：10
13日（火）　11：00～11：30
16日（金）　13：30～

31日（土）　14：00～16：00

中央図書館

豊浜図書館

★工作教室
　ブンブンごまをつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「ゆきだるま」ほか

10日（土）　13：30～14：30

24日（土）　10：30～11：00

「おもてなしの　　　　　　　　　
テーブルセッティング七十二候」
浜裕子 / 著　誠文堂新光社 / 出版

「恐るべきさぬきうどん攻略本」
あわわ / 発行

四季の移ろいを表現した繊細で
上質な和のテーブル演出を、ス
タイリッシュな器や料理で♪

うどん県が誇るさぬきうどん！
地元編集者がセレクトした魅力
的なお店の数々を紹介！

貸し出し福袋

　ことしもおすすめの新刊本３冊
を詰めた福袋を貸し出します。ど
んな本が入っているか…袋を開け
てのお楽しみ♪

●大人向け ●子ども向け
各25袋・無くなり次第終了

４日（日）
午前９時から
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１４日（水）・２８日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　２１日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　事前に問い合わせ　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 ７日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　８日（木）午後

１時～午後４時　伊吹支所　街角の年金相談センター

高松の相談員（公的年金全般相談可）　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　９日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１５日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１３日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日、祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日、祝を除く毎日午

前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１４日（水）午後１時３０分～午後

４時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　８日（木）・１５日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ８日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１８日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　７日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室

　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　１３日（火）・２７日（火）

午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ６日（火）・２０日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 １５日（木）午前１０時～正午　大野原

いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ６日（火） ・２０日（火）

午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　 ７日

　（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２階会議室

／　２０日（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館

３階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　土・日、祝

を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

　　　　 mazu1po@city.kanonji.lg.jp
行政相談　☎２３−３９１５　　１６日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家１階相談室

時
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時
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時
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時
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注
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講
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数

数

内 対

時

時

時

メール相談

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日、祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所

や
文
化
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重

な
財
産
で
す
。
歴
史
的
遺
産
を
、

大
切
に
保
護
し
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
は
私
た
ち
の
責
任
で

す
。
貴
重
な
文
化
財
を
災
害
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

火
災

２
、５
２
８
件

11
件

火
災
・
救
急
件
数

1
1
〜

11
30

救
急

　昭
和
２４
年
１
月
２６
日
、
世
界

最
古
の
木
造
建
築
物
、
奈
良
県

の
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
国

宝
の
十
二
面
壁
画
が
焼
損
し
ま

し
た
。
こ
の
火
災
は
国
民
に
強

い
衝
撃
を
与
え
、
災
害
に
よ
る

文
化
財
保
護
の
危
機
を
深
く
憂

慮
す
る
世
論
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　貴
重
な
文
化
財
を
火
災
や
震

災
、
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
昭
和
２５
年
に
文
化
財
保

護
法
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
３０
年

に
１
月
２６
日
を
文
化
財
防
火
デ

ー
と
定
め
、
毎
年
こ
の
日
を
中

心
に
全
国
で
文
化
財
防
火
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
に

も
数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、

毎
年
防
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。　文

化
財
は
、
私
た
ち
の
祖
先

が
残
し
て
く
れ
た
日
本
の
歴
史

１
月
２６
日
は

　
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

１１月１日～３０日（敬称略）

一般寄付

香典返し
大野原町大野原

植 田 町

豊浜町和田

豊浜町姫浜

大西　二郎＝

若山　幹生＝

大平　幸雄＝

苗手自治会＝

チャイルドシートやジュニア
シートの寄付をお願いします。
希望者に貸し出しています。
　観音寺市社会福祉協議会
　　　　　　☎２５−７７７３

川上　健治＝

高橋冨士男＝

豊浜町和田

茂 木 町

所

注
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ふれあい広場

  観音寺茶話会

のびのび教室

9:30 ～ 14:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

今滝医院

山地外科医院

多田歯科医院

ひまわり調剤薬局三豊

宮崎内科医院

藤田脳神経外科医院

第健調剤薬局

もりの木おおにしクリニック

橋本病院

ヤマニ薬局

快生堂豊浜調剤薬局

みとよ内科にれクリニック

そがわ医院

もとだい調剤薬局

姫浜調剤薬局

クニタクリニック

平林医院

まなべ歯科医院

スター薬局柞田店

姫浜調剤薬局

たしろ医院

小野医院

ことひき薬局

快生堂豊浜調剤薬局

羽崎病院

みずた内科

河田歯科医院

そうごう薬局観音寺店

第健調剤薬局

小山医院

永康病院

うすき歯科医院

ケイ・アイ薬局

粟井町  ☎27－6218

三野町  ☎72－2577

出作町  ☎25－3247

豊浜町  ☎52－5100

観音寺町（大和）☎25－1280

高瀬町  ☎72－1135

豊浜町  ☎56－3477

茂西町  ☎25－3291

山本町  ☎63－3311

昭和町  ☎23－0502

豊浜町  ☎56－3260

本大町  ☎25－1117

豊中町  ☎62－2357

本大町  ☎23－3366

豊浜町  ☎52－1733

柞田町  ☎25－1577

詫間町  ☎83－2221

豊中町  ☎62－6480

柞田町  ☎56－1280

豊浜町  ☎52－1733

南町　  ☎25－8413

詫間町  ☎83－8181

南町　  ☎56－0062

豊浜町  ☎56－3260

栄町　  ☎25－3382

詫間町  ☎83－7218

栄町　  ☎23－1181

栄町　  ☎25－6551

豊浜町  ☎56－3477

村黒町  ☎25－2354

詫間町  ☎83－3001

豊浜町  ☎52－6150

豊浜町  ☎52－1818

ふれあい広場

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

ふれあい広場

ゆう酸素リフレッシュ体操

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 14:30

9:30 ～ 11:30

24

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

62,669 
30,095 

24,367 
32,574 

鹿
かな

隈
くま

鑵
かん

子
す

塚
づか

古墳② （流岡町）観音寺市の
　古墳文化

１２月１日現在
 外国人を含む

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館
共同福祉施設軽運動室

（９：００～１２：００）

豊福
共福

３カ月児健診

骨密度測定

のびのび教室

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

医

医 医 医

医 医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬 薬 薬

薬

薬

薬

薬

木

木

保

保

保

木

木

保 高

高

伊

いき

大集

大集

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

ぴよぴよクラブ

育児相談

ぴよぴよクラブ

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

豊福

豊福

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

１歳６カ月児健診

のびのび教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康栄養相談　

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市H25年 6 月生まれ）

ふれあい広場

元気なのぅ（脳）～教室

筋力つけんな～教室

いき
9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

はつらつ会

愛あいサークル

もぐもぐレッスン

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

10:00 ～ 11:30

要予約

要予約

　埋葬施設の第２主体部の竪穴式石室は、天井石が粘土で厳重

に密封されていて、昭和５２年

に発掘調査されるまで、埋葬

された状態が良好に保たれて

いました。右の写真は、石室

の基底部の石材配置と石室周

囲に巡らされた排水溝の状況

です。小さな石室ですが、と

ても丁寧に造られています。

いき

いき

いき

はつらつ会

愛あいサークル

ひまわりの会

はつらつ会

愛あいサークル

健康栄養相談

10カ月児相談

はつらつ会

１歳６カ月児健診

愛あいサークル

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

３歳児健診

健康相談

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

さわやか栄養教室

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 16:00

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:00 ～ 14:30

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 13:00

いき

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

1月の納税・納付
市民税・県民税　　　　　（４期）
国民健康保険税　　　　　（４期）
後期高齢者医療保険料　　（７期）
介護保険料　　　　　　　（４期）
納期限　2月2日（月）

納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

☎　２３−３９６４
☎　２３−３９６２
☎　２５−７７９１

高
常
木
伊

大集

旧常

旧競

旧常

旧競

大野原中央集会場
旧競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
旧常磐幼稚園
愛育会行事愛

高

常

常

高

常

（H26 年７月生まれ）

（大野原町・豊浜町Ｈ26 年
  9 月・10月 生まれ ）

（大野原町・豊浜町Ｈ25 年
  5 月・6 月 生 ま れ ）

共福

１

（旧観音寺市H23 年 6 月生まれ）

（旧観音寺市H26 年 3 月生まれ）

（旧観音寺市H26 年 10 月生まれ）

保 愛

要予約


